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看護学生委員会 

 

今月は 3 月に卒業した先輩たちの入職式と 4 月からの集合研修についてお知らせします。 

今年の入職式は 3 月 30 日に行われました。 

 

看護師代表の挨拶は柳谷さんが勤めました。 

患者さんの立場に立ち、患者さんや家族に寄り添える看護師になれるよう

頑張りますと力強い言葉でとってもりっぱでした。 

 

 

＜集合研修＞ 

入職してから 1 週間は病棟に入らず、集中的に研修を行います。 

まず、理念から始まり病院組織、注射、医療安全、感染、電子カルテの使い方などなど。 

翌週は病棟に入ります。シャドウイングといって看護師の後をずっとついていき看護

師の動きを観察しながら一緒にケアをします。 

実習とは違うことばかりでとまどいもありながらも頑張っています。 

 

 

 

 

 

 



   奨学生会議 

 

4 月から新しく 8 名の看護学生が奨学生として一緒に学ぶことになりました。 

よろしくお願いします。（*^_^*） 

【学習】 

4 月は「笑って死ねる病院」の DVD 鑑賞と民医連新聞の「願いかなえた院内結婚式」

の読み合わせ、感想を述べあいました。患者さま、家族の声に耳を傾け自分ができるこ

とは何かを考え行動したこと。一人のスタッフの声をなぜ責任者がすぐ快諾できたのか

をみんなで話しあいました。意見）笑って死ねる病院をみて育った職員かな？ 繋がっ

ているねなど‥   

5 月は民医連新聞の「憲法 96 条改正について」の読み合わせをしました。 

意見交換する中で思いやり予算のことが分からない学生がほとんどだったのに少し驚

きつつ、次回からちょっとずつ勉強していきましょう！ 

  

 下の写真は 6 月の合同奨学生会議にむけて看対活動を作成している様子。 

絵心のある人・字心のある人など交流しながら作成してい

ました。新しい学生が多くいる中で先輩がうまく誘導してくれ頼もしかったっよ（*^_^*）  

 

報告書をまとめた後は急いでピジョンのオムライスを食べ、その後ナースｳｴｰﾌﾞに参加しました。 

5 月の奨学生会議はいつも慌ただしくなってしまうね・・・ ごめん<(_ _)> 

 高校時代にボランティア活動で経験があるのでとても上手に署名をお願いしていました。 

これまた頼もしかったよ 

 

 


